第２４章　災害および事故
水稲被害
　昭和50年の水稲被害面積は10,900ヘクタール、被害量7,800トン、又被害率は17.4パーセントとやや昨年（15.8パーセント）を上回っている。本年の水稲被害の特色は、風水害が前年の650 トン から954トン（46.8パーセント増）･虫害が前年の3,560 トンから4,310 トン（21.1パーセント増）と増加している。又逆に干冷害は前年114トンあったものが皆無となっている。
　全体的には、被害面積で対前年比35.1パーセント、5,900ヘクタールの減少、被害量では対前年比8.3パーセント、600トン の増加である。
交通事故
　昭和50年中の本府内における交通事故（人身事故）は、発生件数３万1,630件、死者数433人、傷者数4万989人を記録した。これは、全国の交通事故発生件数（47万2,938件）の6.7パーセント、死者数（１万792人）の4パーセント、傷者数（62万2,467人）の6.6パーセントとなっている。
　つぎに49年中に比べると、発生件数では、マイナス759件（2.3パーセント減）、死者数ではマイナス81人（15.8パーセント減）､傷者数では、マイナス1,970人（4.6パーセント減）となっており、発生件数および傷者数は昭和45年以降連続、死者数については昭和48年から3年連続して、いずれも減少を示した。特に死者数433人は、昭和28年の422人以来22年ぶりの最少死者数を記録した。
　事故発生件数を、主原因者となった第一当事者別にみると、車両等が２万8,606件（件数構成比90.4パーセント）で圧倒的に多く、車種別では普通乗用1万1,679件（同36.9パーセント）、普通貨物7,694件（同24.3パーセント）、軽四輪貨物2,112件　（同6.7パーセント）、軽四輪乗用1,366件（同4.3パーセント）、特定大型（大型を含む）貨物681件（同2.2パーセント）の順となっているが、「普通乗用」・「普通貨物」で１万9,373件となり、全体の61.2パーセントを占めている。
　また、自動車以外では歩行者3,024件（同10.2パーセント）、原動機付自転車（１種、２種計）1,452件（同4.6パーセント）､自転車1,568件､（同5.0パーセント）となっている。
事故発生の形態を法令違反別にみると、車両関係（２万8,606件）では、わき見運転28.0パーセント、徐行違反6.0パーセント、右折違反5.8パーセント、一時停止違反、信号無視、安全運転義務違反などの順になっている。歩行者関係に（3,024件）については、「とび出し」1,715件（同56.7パーセント）と例年最も多く、ついで「車の直前直後の横断」、「信号無視」、「路上遊戯」などの順になっている。
一方歩行者の事故は、発生件数5,638件で全事故に対する構成比は17.8パーセント、死者数122人（同28.2パーセント）､傷者数5,793人（同14.1パーセント）となっており、昭和43年以降、件数・死者数・傷者数は下降線をえがいている。
火災
昭和50年度中本府内の火災件数は、4,938件で、前年度の件数（5,353件）を415件（7.8パーセント）下回った。損害額では、82億3,490万円（前年比5.6パーセント減）､死傷者では、771人（うち死者87人）で、昨年より53人減になった。１日平均にすると、約13.5件の火災が起き、約2,256万円損害し、約2.1人の死傷者が出ていることになる。
市町村別にみると、大阪市の1,813件（件数構成比36.7パーセント）がトップで、堺市518件（同10.5パーセント）､豊中市317件（同6.4パーセント）、東大阪市299件（同6.1パーセント）の順になっている。
月別では、３月704件（同14.3パーセント）が最も多く、最少月の10月308件（同6.2パーセント）の約2.3倍になっている。
火元用途別にみると、火種の2,265件が最も多く、前年度2,482件より8,7パーセント減、次いで、ガス・油類関係1,345件（5.1パーセント減）､電気関係465件（16.4パーセント減）となり、火種の内では、裸火340件（19.0パーセント減）の減少が著しい。
